
2020 年度  長野県社会福祉士会・福祉まるごと学会  

実践研究発表 募集要項 
 
 

１ 学会趣旨  社会福祉を取り巻く環境が大きく変化する中、より複雑化・多様化する福祉課題の解決を目

指し、社会福祉士として新たな実践モデルを展開することが求められています。社会福祉士と

して実践を言語化することは、自身と会員相互の社会福祉実践の技量向上、さらには県内の福

祉課題を社会に提言する機会となります。 

本学会は、会員の多様な社会福祉実践の研究発表を行い、社会福祉士としての専門性を会員

相互に再考するとともに、県民の人権と社会正義に則り、社会福祉の推進を図ることを目的に

開催します。 
 

２ 運  営  長野県社会福祉士会・福祉まるごと学会運営委員会（以下「学会運営委員会」） 
 

３ 応募資格  ① 原則として長野県社会福祉士会（以下「本会」）の正会員であること。 

        ② 共同研究・発表も可能ですが、本会の正会員がいること。 

        ③ 「７ 要件手続」に従い、講座受講や提出物を期日までに提出できること。 

※ 基礎研修Ⅲを受講中および修了者について、研修の実践研究課題発表枠を設けます。 
 

４ 募集内容  実践研究発表の分野等は、生涯研修制度の６領域とする。 

(1) 募集人数  １８人（６領域×３人） 

(2) 募集内容  ① 権利擁護（実践と課題、多職種連携、虐待対応、権利擁護への住民参加など） 

② 生活構造（生活とは、自立とは、参加とは何か等社会福祉士の役割など） 

③ 相談援助（援助困難事例、専門職のジレンマ、アウトリーチの実際など） 

④ 地域支援（地域のサポート体制、多職種ネットワーク、社会資源創設活動など） 

⑤ 福祉経営（法人の現状と課題、人事考課、リスクマネジメント、経営実践など） 

⑥ 実践研究（実践活動と評価、災害ボランティア、累犯障がい者支援など） 
 

５ 応募方法  裏面の様式 1により原則 Eメールにて申込みください。 
 

６ 応募期限  2020年 1月 31日(金) 
 

７ 要件手続  ① 専門研修「実践研究（まとめ方）講座」に参加（2020年 2～3月 長野大学で開催予定） 

    ※基礎研修Ⅲの実践研究課題発表の方の参加は任意です 

② 実践研究発表原稿提出 期限：2020年 3月 25日（水） 

③ 添削後、4月中旬までに応募者に返送 

        ④ 添削後の実践研究発表原稿提出        期限：2020年 5月中旬を予定 
 

８ 発表期日  2020年 6月 13日（土）予定 2020年度定時総会に併せて学会開催 

① 発表時間は、原則 20分＋質疑応答 5分。移動時間は 5分とする。 

        ② 発表の開始時間・会場は、応募内容により学会運営委員会が決定する。 
 

９ 奨 励 賞 会員の応募を奨励するために、奨励賞を贈呈する。 

 奨励賞の内容及び贈呈審査対象者、審査方法等は、学会運営委員会で決定する。 
 

10 問い合せ  長野県社会福祉士会事務局 

（〒380-0836 長野市南県町 685-2 長野県食糧会館 6F） 

電話：026-266-0294  FAX：026-266-0339 Ｅ－mail：info@nacsw.jp 

 

mailto:info@nacsw.jp


【様式１】 2020年度 福祉まるごと学会 実践研究発表 申込書（提出期限：2020年 1月 31日） 

発表タイトル  

代表発表者氏名 （会員番号：     ） 

所属機関  

代表者連絡先 

〒    住所：                            

電話：             ＦＡＸ ：              

Ｅメール：                              

領  域 
①権利擁護  ②生活構造  ③相談援助 

④地域支援  ⑤福祉経営  ⑥実践研究 

基礎研修Ⅲ課題発表 基礎研修Ⅲ □受講中 □修了 

【応募の流れ】 

① 【様式１】をＥメールで県士会事務局へ期限までに提出 

② 申込者に講座の案内を送付。申込者は基礎研修Ⅲの課題を発表する方以外、原則として 2020 年 2～3 月（長野

大学にて開催予定）の講座に参加する。 

③ 第 1回実践研究発表原稿をデータで提出。添削後速やかに返送する（メールで連絡）。 

④ 添削後に修正し第 2回実践研究発表原稿を提出、本原稿を当日の資料として印刷する。 

【抄録のきまり】…「実践研究（まとめ方）講座」において、再度確認する。 

① 構成（研究の背景と概要、目的、方法、結果、考察、結論）。抄録の様式は、【様式 2】を参照。 

② 抄録は、長野県社会福祉士会に帰属し、研究誌や本会ホームページへの掲載を行う場合がある。 

③ 個人情報の取扱は、「日本社会福祉士会 会員が実践研究等の事例を取扱う際のガイドライン」に従う。 

   参考 https://www.jacsw.or.jp/kaiin/01_shiryo/kitei/02_soshiki_unei/gaido/03.html 

④ 資料の作成から当日の発表まで、社会福祉士の倫理綱領に従い、倫理的配慮を行うこと。 

   参考 http://www.jacsw.or.jp/01_csw/05_rinrikoryo/  

⑤ 参考・引用文献は、日本社会福祉士会の投稿論文のきまりに従うこと。 

【当日の発表】 

 発表用データをＵＳＢメモリー等に保存し、持参する。抄録のみの発表も可能とする。   

 

実践報告・研究発表 
①権利擁護  ②生活構造  ③相談援助 

④地域支援  ⑤福祉経営  ⑥実践研究 

 

 

 

 

＜構成・記載様式について＞ 

① あげられた項目を見出しに使用しながら、もしくはこれらを意識しながら構成してください。 

研究発表 

〇 研究の背景と概要   

〇 目的   

〇 方法   

〇 倫理的配慮 

〇 結果 

〇 考察 

〇 結論 

② Ａ４用紙２枚に、実践研究を記載する。 

③ 余白設定は原則上下 20mm、左右 20mmとし、字体は、HG明朝 Bを指定。ポイントは 11 or 10.5 とする。 

テーマ：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

所属： 

氏名： 

 

共同発表の場合は連記する。 

代表者に「○印」を付ける。 

【様式２】 
〇で囲む 

https://www.jacsw.or.jp/kaiin/01_shiryo/kitei/02_soshiki_unei/gaido/03.html
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